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熱帯食品材料のもつ生活習慣病（成人病）予防因子に関する研究（第２報）
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Ｓｕｍｍａｒｙ

Weconductedasurveyintothehealthawarenessandfoodconsumptionpracticesofthepeopleof

ThailandWeresearchedthespecificfoodproductsthoughttohavemedicinalvalue，andconcur-

rently，conductedasurveyintoawarenessofthemedicinalefficacyofthesefoodstuffs、Theresults

areascoｍｐｉｌｅｄｂｅｌｏｗ

ＬＯｖｅｒ５８％ofthosesurveyed，indicatedtheybelievedtheywereinnormalgoodhealth・About

３２％lelttheywereoverweighL

２．Ｏｎｌｙ４４％saidtheytookthreeregularmealseachday、１９％saidtheydidnoteatregularly，

３．FoodstuffSconsideredtohavemedicinalpropertiesincludedpapaya，mushroomvarieties，

celery，bittermelon，garlic，lemongrass，mostofwicharereadilyavailablemOkinawa・

Thelavoredculinarytreatｍｅｎｔｗａｓｉｎｓｏｕｐｓ，

４．Thosewhobelievedinthemedicinalvaluetendedtobeelderly、

Ｏｖｅｒ８３％ofthefemalsrespondentshopedtopassontheinformationonmedicinalvaluesto

theirchildrenandgrandchildren．

慣病予防因子についての科学的立証の基礎資料を

得ることを目的に、亜熱帯地域で食生活および使

用食品に特徴のみられる沖縄，)において、薬理効

果のあるとされる食品材料や薬理効果に対して人々

がどのような意識を持ち、どのような食行動をとっ

ているかについてアンケート調査を行い報告し

た｡3）

本報では熱帯食品が豊富で、香草や香辛野菜が

多く用いられているタイにおいて薬理効果のある

１．緒言

緑黄色野菜、果物、緑茶などに含まれるβ-カ

ロテンやビタミンＡ、Ｃやその他の成分が単に体

に必要な栄養素としてだけでなく、がんや生活習

`慣病（成人病）の予防に効果があることが明らか

にされつつあり')、食品成分の持つ機能性が注目

されてきている。

先に筆者等は、薬理効果のあるとされる食品材

料の発掘を行い、その生体調節機能、特に生活習

＊Dept､ofLifeLongHelthPromotion,ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃｏＵｎｉｖ・ｏｌｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
＊＊Former-ProfessorofUniv・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
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とされる食品材料の発掘および食品のもつ薬理効

果に対して人々がどのような意識を持ち、どのよ

うな食行動をとっているかについてアンケート調

査を行ったので報告する。

３．結果および考察

（１）調査対象者の基本属性

対象者の属性は男性38.0％、女性62.0％で、年

齢別の櫛成比は18～20歳代が38.0％、３０～40歳代

が34.0％、５０～60歳代が22.0％、７０歳以上が6.0％

であった。世代家族構成比は二世代家族が76.0％

で、三世代家族は10.0％であった。調査対象者の

職業は事務職22.0％、専業主婦20.0％、学生14.0

％商・工・サービス業の個人経営10.0％であっ

た。

（２）健康と食事に関する意識

１）図２に調査対象者の健康に対する意識調査

ふだん健康だと感じていますか

２．調査方法

調査は前報鋤同様若い世代とその親・祖父母を

対象とし、アンケート調査用紙を配布し留置自己

記入法により回答してもらった。調査時期は1995

年７月から８月で、１８歳～70歳代までの50名から

回答が得られた。調査は基本属性、健康と食事に

関する意識、食品の薬理効果に対する意識、薬理

効果のあるとされる食品名およびその調理法につ

いて質問を行なった。得られた結果は単純集計と

項目間のクロス集計を行い分析した。調査地域は

図１に示したタイのバンコク、パトゥムターニ_、

ノンタプリー、サムツ・プラカーン、アユタヤー、

ナコーン・ラーチャシーマ－、ランパーン、チェ

ンラーイの８地域である。

全体

１８～２０庄代

３０～４０戌代

５０～６０攻代

７０皮以上

ＯＺＯ４０⑪８０１００
（％）

■はo、国6､L､え囚とも⑤とい｡Ａない

自分は太っているぼうだと思いますか

iiiiii：iiii§i:i蕊

２
４
６
魔

一
－
－

８
０
０
０

企
１
３
ｓ
７

Ｕ２０２０“８０１００

（％）

■は0，□GOLojL国どちらとい､▲血０．

図２健康に対する意識

_ン

の結果を示した。全体の約58％が自分はふだん健

康だと答えていた。年齢別では18～20歳代の約47

96,30～40歳代の約65％、５０～60歳代の約64％、

70歳以上の約67％が健康だと感じており、その割

合は高齢者で高く、若年層で低くなっていた。前

報の沖縄の場合は若年者で健康であると感じてい

る割合が高かったがそれとは逆の様相を呈してい

チヤシーマ

図１タイにおけるアンケート調査地

－５８４－
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る。一方健康でないと答えた人は50～60歳代に約

18％見られるのみであった。生活習慣病の危険因

子の一つである肥満についての意識では、自分は

太っているほうだと思うと答えたのが全体では約

32％で、沖縄の約56％より低い割合であった。特

に18～20歳代は太っていると思っているのが21％

で、沖縄の同世代の場合の約53％よりはるかに低

い割合であった。

朝、昼、晩規則正しく食べていますか 食事量は腹八分目を心がけていますか

分は

１８～ｚ０ａＩｔ

３０～４０重1ｔ

５０～６０■代

７０広以上

金仏

１８－２０哉代

３０～４０企Iｔ

ｓＯ－６０ａｌｔ

７０敗以上

iiiiiiiiiii:iiiiiiiS

０，００ｍＧＤＩｍ

《％）
ＯＺｎ４０ＧＯａＤｌＩＨ）

（兜）

■はい国0､L､え囚どちらとら小え唯雨 ■⑫8．固い$､几国どちらとＧＯｕＬな0，

間食や夜食は控えていますか 栄養のバランスを考えていますか

蘓讓蕊謹蕊蕊蕊
、:蕊i電憲ii:i:蝋 鑿薑i薑篝1薑簔！

全体

１８～２０広代

３０～４０■代

５０～６０ａ代

70崖以上

全体

１８～２０段代

３０．－４０虫代

５０－６，広代

７０丘以上 蕊
都！

弓●■｡｡■●ＣＣＣ｢●●－●▲｡●●■■U■庄勺◆●●●●

蕊iiiSi蕊蕊ｉｉｉ
０ｍ⑩ＧＯＤＤｌＯＤ

（％）
０２０、４０ＧＯｍｌｌＪＪ

（％）

■ｕＯ、ロ0､いえ国とららとい､▲血B、 ■ｕＬウ回800,人国どちらとい｡▲ない

図３食事の摂取状況

２）食事の摂取状況についての調査結果を図３

に示した。三度の食事を規則正しく食べているか

との間に対して約44％がそのようにしていると答

え、約19％は規則正しく食べていないと答えてい

た。年齢別では50～60歳代で規則正しく食べてい

るとした割合が高くなっていた。間食や夜食の摂

取状況については、摂取を控えているとしたのは

約12％であり、沖縄の約38％より少なく、エネル

ギー摂取に対して、格別制限をしているようには

見受けられなかった。食事の量は腹八分目を心掛

けていると答えたのは、全体では約70％で、年齢

別では50～60歳代で高い割合となっていた。また、

食事は栄養のバランスを考えて食べていると答え

たのは約45％であった。年齢別では、考えて食べ

ていると答えたの18～20歳代でもっとも少なく、

その他の年齢層では50％を超える高い割合であっ

た。

以上のように、タイの30～40歳代の働き盛りの

年齢層は沖縄の同年齢層より健康不安を訴えてい

る割合が少なかった。また、食事量を腹八分目を

心がけているとした割合もタイで高くなっていた。

しかし、間食や夜食を控えていないとする割合は

タイで高くなっていた。このような健康に対する

意識と食生活の状況にあるタイの人々に、生活習

慣病と食事との関係についてどのように感じてい

るか質問を行なった。

(3)生活習慣病と食事

タイは中国とも国境を接し、また、国内には多

数の中国系の人々が居住していることから、医食

同源の思想も生活のなかに定着しているものと思

－５８５－



琉球大学教育学部紀要第54集

われる。そこで、生活習慣病と養生食についての

質問を行なった。

１）生活習`償病と食事に対する意識は図４に示

昔から言い伝えられている養生食の効果を信じますか

体
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寓巾斥癖や心臓病などの生活習慣病は食事に気を付けると

予防できると思いますか
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■Ⅱ』L、国いいえ国どちらとOL､えない

病気の治療に病院からの薬と養生食を併用したほうが

いいと思いますか
０ｍ⑩５０８０】００

（％）

全体

１８～２０奴代

３０－４０広代

５０－６０氏代

７０広以上

■8ﾕL、□いo､几田とららとい､えない

翼､､斥挿や心魔病などの生活習慣病に効く食物(養生食)を

知っていますか

全体

１８－２０生代

３０－４０立代

５０－６０成代

７０注以上

ＯＺＵ４０６０8０１００

（光）

■1.0゜画い0.兆侭どちらといML屯い

図５養生食に対する意識
０ｍ４０６０ＢＯｌＤＯ

（％）

■U2Lo回L､0.人国どちらとLL､几と0．

50～60歳代で高くなっていた。次に、病気の治療

には病院の薬と養生食を併用したほうがいいと思

うかとの質問に、約半数はそのほうがいいと思う

とし前報の沖縄の場合と同様に、医薬品に加えて

伝統的な養生食の効果も期待していることがうか

がえた。年齢別では先の質問同様50～60歳代で、

効果を信じるとする答えが高くなった。

３）養生食の伝承についての質問に対する調査

結果を図６に示した。

養生食について家族から聞いたことがあるかと

の間に、全体の約48％はあると答えていた。年齢

別では30～40歳代であると答えたのが多く約53％

を占め、７０歳以上で低くなっていた。また、聞い

たことがないの回答が多かったのは沖縄の場合と

同様若年層で多くなっていた.家族構成別では、

聞いたことがあるとしたのが沖縄同様二世代家族

より三世代家族で多く、タイの場合も祖父母のい

る家庭で伝統が受け継がれやすいことが窺えた。

また、養生食をあなたの子や孫に伝えたいと思う

図４生活習慣病と食事に対する意識

すような結果となった。高血圧症や心臓病等の生

活習慣病は食事に気を付けると予防できると思う

かとの質問に対し、全体の約77％が予防できると

思うと答えていた。年齢別では年齢が高くなるに

つれてそう思うと答えた人が多く、５０～60歳代の

約91％が肯定していた。次に高血圧症や心臓病等

に効く食物いわゆる養生食を知っているかとの問

いに対し、知っていると答えたのは全体では27％

で、約55％はどちらとも言えないと答えた。年齢

別では50～60歳代で知っていると答えた割合が高

くなっていた。

２）図５に養生食の効果を信じるかとの問い対

する結果を示した。全体では効果を信じると答え

たのは約34％で、約54％はどちらとも言えないと

答えていた。年齢別では効果を信じるとの回答は

－５８６－
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養生食について家族から聞いたことがありますか(年齢別）養生食をあなたの子や孫にも伝えたいと思いますか(年齢別）
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養生食について家族から聞いたことがありますか(家族桐成別）

（％）后示一一一一

養生食をあなたの子や孫にも伝えたいと思いますか(家族棡成別）

（％） 巨万＝

屡囚三コ’： 函、｡ⅡロユＥ■ＢＥｂｎＵＡ皿ﾛ。
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0

二世代

京族旧成

三Ｅ代
三世代二世代

家族構成

図６養生食の伝承

かとの問いに対しては、いずれの年齢層でも高い２）糖尿病の養生食に用いられる食品として２０

割合で伝えたいと思うと答えており、特に50～6０人中４人が|こがうりとその他の野菜を挙げていた。

歳代では約91％が伝えたいと答えている。また、他にレモングラス、チークの木、ニガニガグサな

家族構成別では、沖縄の場合と同様、伝えたいとど沖縄ではなじみの薄いものも挙げらてれいた。

思うと答えたのが三世代家族より二世代家族で高調理法は高血圧症の場合と同様汁物が多く、次に

い割合を占めていた。二世代家族は祖父母が同居生またはジュースにして用いられていた。

していない分、食文化の伝承に対する使命感が高３）腎臓病に効くとされる食品は、マツカサバ

いのではないかと思われる。レリヤやにんにく、果物などの他に菓子、砂糖、

（４）食品の薬理効果と調理法肉など、前報の沖縄における腎臓病の養生食では

前報同様タイにおいても食品の持つ薬理効果を見られなかった食品も挙げられていた。調理法は

信じ、身近に食されている養生食を子や孫に伝え生またはジュースの他に汁物、煮物、妙め物、和

たいと考えている者の割合が多かった。ここでは、え物があった。

古くから生活習慣病等によい効果をもたらすとき４）がんに効くとされる食品としてきのこ類を

れる食品名とその調理手法について質問をし、そ挙げた人が最も多く、他にネジレフサ豆、にんに

の結果を表１に示した。〈やチークの葉などがあり、調理法は汁物、和え

１）高血圧症に効くとされている食品としてセ物などであった。

ロリー、ファータライチョーン（和名は特定でき５）便秘にはパパイア、エビスクサモドキなど

なかった)、その他の野菜、にんにく、のりなどが挙げられ、ジュースや汁物にして用いられてい

が挙げられていた。また、調理法は汁物や生またた。

'よジュース、妙め物が挙げられた。

－５８７－

5１

7１ ７コ

…

■●
■

■



琉球大学教育学部紀要第54染

図１－１養生食に使用される食品とその調理手法
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東盛・桂・外聞：熱帯食品材料のもつ生活習・倣病(成人病)予防因子に関する研究(第２報）

図１－２養生食に使用される食品とその調理手法
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以上のように薬理効果のある食品として挙げら

れたものは、腎臓病の養生食の場合の肉、菓子、

砂糖の例を除くとすべて植物性の食品や薬草であ

り、沖縄でも日常的に利用されているものが数多

く見られた。また、沖縄ではなじみの薄いエビス

グサモドキ、チーク、ニガニガグサ、ネジレフサ

豆などのほかに、和名の特定できなかったファー

ターライチョーンやグクワァープラモーもあった。

植物性食品のもつ生体防御機構は加熱しても作

用は変わらないといわれており、養生食が煎じ物

や汁物にして用いられているのは理にかなった調

理法だと思われる。

ことがあると答えたのは三世代家族の方で多く、

約71％は子や孫に伝えたいと思うと答えていた。

３）薬理効果のあるとされる食品材料として、

高血圧症にセロリー、ファーターライチョーン、

糖尿病にIこがうり、チークの木、ニガニガグサな

ど、腎臓病にマツカサバレリヤ、にんにくなど、

がんにきのこ類、にんにく、チークの葉など、便

秘にパパイア、エビスグサモドキなどが挙げられ

ていた。

４）薬理効果のある食品や薬草の調理手法には

汁物（煎じものを含む）が多く用いられている。

本報告は平成６年度文部省科学研究費補助金

(課題番号06680028,代表：外間ゆき）を得て行っ

た研究の一部であり、日本民族衛生学会第24回沖

縄地方会において発表したものである。

４．要約

薬理効果のあるとされる食品材料の発掘を行い、

その成人病予防因子についての科学的立証のため

の基礎資料を得る目的で、タイの人々の健康に対

する意識、養生食に対する意識および薬理効果の

あるとされる食品材料の利用状況についてのアン

ケート調査を行い、次の結果を得た。

１）調査対象者の58％は自分はふだん健康だと

感じており、約32％は太っているほうだと思うと

答えた。

２）約77％の人が生活習,償病は食事に気を付け

ると予防できると答え、その割合は年齢が高くな

るにつれて多くなっていた。養生食の効果を信じ

ると答えたのは約34％で、どちらとも言えないは

約54％であった。養生食について家族から聞いた
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